
　

広
島
法
務
局
と
広
島
県
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
虐
待

や
差
別
な
ど
、
高
齢
者
や
障
害

者
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
、
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付
時
間　

月
～
金
曜
日

　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
祝
日
は
除
く
。

◎
９
月
７
日
～
13
日
の
全
国
一

斉
強
化
週
間
は
、
相
談
時
間
を

延
長
し
ま
す

▽
９
月
７
日（
月
）～
11
日（
金
）

　

…
８
時
30
分
～
19
時

▽
９
月
12
日（
土
）・
13
日（
日
）

　

…
10
時
～
17
時

問
い
合
わ
せ
先　

広
島
法
務
局

　

人
権
擁
護
部
（
☎
０
８
２-

２

　

２
８-

５
７
９
２
）

と
き　

９
月
３
日（
木
）13
時
30

　

分
～
16
時

と
こ
ろ　

リ
・
フ
レ

参
加
料　

無
料

◎
講
演
会　
　
　
　
　
　
　
　

演
題　

高
齢
者
の
救
急
。
自
分

　

が
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
は
…

講
師　

府
中
市
民
病
院　

院
長

　

多
田
敦
彦
さ
ん

◎
府
中
消
防
署
に
よ
る
寸
劇　

題
目　

あ
な
た
は
、
救
命
手
当

　

が
で
き
ま
す
か
？

◎
芦
品
消
防
署
に
よ
る
実
技
講
習

内
容　

心
肺
蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

の
使
い
方

問
い
合
わ
せ
先　

府
中
地
区
医

　

師
会
（
☎
４
５-

３
５
０
５
）

　住宅火災における死者は、建物火災による死者の
約９割を占めており、このうち約７割が65歳以上の
高齢者です。火災による死者の発生を防ぐため、次
のことに気をつけましょう。

◎早く知る
　火災からの逃げ遅れを防ぐため、火災の煙を感知
して警報音で知らせてくれる「住宅用火災警報器」
を、寝室や階段に設置しましょう。

◎早く消す
　火災が発生したときに「消火器」を備えていれば、
消火することができます。軽くて小さい住宅用消火
器もありますので、自宅へ設置しましょう。

◎火を広げない
　寝たばこ火災や、高齢者に多い着衣着火を減らす
ために、枕や布団カバーなどの寝具や、パジャマ・
エプロンといった衣類に「防炎品」を使用すると効
果的です。
　また、カーテンなども防炎品を使用していれば、
火災が急激に拡大するのを防ぐことができます。

　屋外に長期間放置されるなどして、腐食が
進んだ消火器を操作すると、消火器が破裂す
る恐れがあります。
　外面に腐食の見られる消火器は、操作する
と大変危険です。決して操作しないでください。
　なお、次の特定窓口で消火器の回収・リサ
イクルを行っていますので、ご活用ください。

消火器の回収・リサイクル特定窓口

▽㈲府中電機工業所鵜飼営業所（☎４１-５１
　３０）

▽㈲光事務機（☎４５-４０１８）

▽㈱児玉電工社（☎４５-３７５２）

▽㈲デンゲン（☎４５-１１１１）

問い合わせ先

▽福山地区消防組合消防局予防課（☎０８４
　-９２８-１１９２）

▽府中消防署（☎４３-７１８３）または小
　塚出張所（☎６２-２１１９）

「
救
急
の
日
」

府
中
地
区
救
急
法
等
講
習
会
を
開
催

高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

☎
０
５
７
０-

０
０
３-

１
１
０

消防からのお知らせ

老朽化した消火器の
適切な取り扱いについて

火災による死者の発生を防ぎましょう
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